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「ＡＬＷＦトップセミナー」＆
賀詞交歓会

　
１
月
９
日
、１５
時
か
ら
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
静
岡
で「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」と「
連
合
静
岡
＆
県
労

福
協
　
新
春
賀
詞
交
歓
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
地
域
労
福
協
役
員
、連

合
静
岡
役
員
、福
祉
事
業
団
体
の
役

職
員
で
、総
勢
３
０
０
名
で
し
た
。

　
２
月
１２
日
〜
１３
日
に
茨
城
県
労
福

協
の
役
員
１１
名
が
富
士
地
区
労
福
協

の
視
察
に
来
ま
し
た
。1
日
目
は
ろ

う
き
ん
富
士
支
店
会
議
室
で
県
労
福

協
、富
士
地
区
労
福
協
の
活
動
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
労
福
協
の
内
山
会
長
は

「
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、地
域
労
福

協
の
運
営
に
つ
い
て
、地
域
労
福
協

内
の
福
祉
事
業
団
体
の
役
割
や
位
置

づ
け
、ま
た
地
元
自
治
体
と
の
関
わ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、現
地
視
察
を

し
て
茨
城
県
労
福
協
の
今
後
の
活
動

に
取
り
入
れ
る
た
め
で
す
」と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

茨城県労福協が
富士地区労福協を視察

　
講
演
会
の
後
、引
き
続
き
同
ホ
テ

ル
で
県
労
福
協
と
連
合
静
岡
の
共

催
に
よ
る「
2
0
1
9
年
賀
詞
交
歓

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
春
の

華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、労
福
協
役

員
、福
祉
事
業
団
体
役
職
員
、連
合

地
協
役
員
、産
別
役
員
、川
勝
知
事
、

静
岡
県
商
工
労
働
部
長
を
始
め
関

係
各
界
の
役
員
、国
会
議
員
、県
会

議
員
等
が
出
席
さ
れ
盛
大
な
賀
詞

交
歓
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、連
合
静
岡

の
中
西
会
長
は「
今
年
は
春
闘
、選

挙
、労
働
基
準
法
改
正
な
ど
大
き
な

取
組
み
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
対
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。こ

こ
に
参
列
し
て
い
る
方
々
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
・
役
目
を
果
た
す
た
め
に
共
働
し

て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、県
労
福
協
の
池
冨
理
事

長
は
「
昨
年
の
福
祉
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
対
し
て
の
協
力
に
感
謝
す

る
。本
日
も
行
わ
れ
た
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ふ
じ
の
く
に
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
協
力
に
感
謝
す
る
」。ま
た
、掛
川

市
出
身
の
松
本
亀
次
郎
氏
の
教
え
子

で
あ
る
周
恩
来（
中
国
初
代
首
相
）

な
ど
や
中
国
人
留
学
生
へ
の
日
本
語

教
育
の
功
績
と
中
国
か
ら
掛
川
市
に

寄
贈
さ
れ
る
等
身
大
の
周
恩
来
氏
の

ろ
う
人
形
を
紹
介
し
、新
年
の
挨
拶

に
か
え
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会

　
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は

日
本
社
会
事
業
大
学
学
長
の「
神
野

直
彦
氏
」を
講
師
と
し
て
招
き
、演
題

「
分
か
ち
合
い
の
経
済
学
」の
講
演
を

拝
聴
し
ま
し
た
。　

　
２１
世
紀
の
日
本
で
は
競
争
を
煽
る

よ
り
も
、人
間
の
絆
を
重
視
す
る「
協

力
社
会
」
、
す
な
わ
ち
「
分
か
ち
合

い
」に
向
け
た
改
革
が
必
要
だ
と
唱

え
て
い
ま
し
た
。多
少
難
し
い
講
演

で
し
た
が
、「
人
間
は
他
者
と
の
触
れ

合
い
に
よ
っ
て
人
間
に
な
っ
て
い

く
」・「
地
域
社
会
の『
悲
し
み
』に
手

を
拱
く
傍
観
者
と
な
る
の
で
な
く
、

『
悲
し
み
』を『
幸
せ
』に
変
え
る
問

題
解
決
に
積
極
的
に
参
加
」「
誰
か
が

不
幸
に
な
る
と
自
分
も
不
幸
に
な

る
」と
話
し
て
い
た
事
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講師：神野直彦氏

池冨理事長

　
最
初
に
県
労
福
協
の
紹
介
は
大
滝

専
務
が
、労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の

流
れ（
歴
史
）、労
福
協
の
結
成
の
歩

み
、現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　
続
い
て
、富
士
地
区
労
福
協
の
活

動
の
紹
介
は
青
山
事
務
局
次
長
が
地

区
労
福
協
総
会
の
議
案
書
を
基
に

「
勤
労
者
住
宅
・
教
育
・
く
ら
し
」の

融
資
制
度
、静
岡
ろ
う
き
ん
の
中
で

の
富
士
支
店
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
後
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。意
見
交
換
の
中
で

は「
静
岡
で
は
地
区
労
福
協
が

出
来
、そ
の
後
県
労
福
協
が
設

立
さ
れ
た
が
詳
し
い
経
過
を

知
り
た
い
」「
地
域
役
立
資
金

は
だ
れ
が
資
金
を
拠
出
し
て

で
き
た
の
か
」な
ど
の
質
問
が

出
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
ラ
・
ホ
ー
ル
富
士

と
ジ
ヤ
ト
コ
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
最
初
に
会
館
内
を
見
学
し
、

会
議
室
で
富
士
市
の
商
業
労

政
課
の
高
田
課
長
よ
り
、富
士

市
の
労
働
行
政
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。富
士
市
は

人
口
減
少
も
あ
り
、若
者
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
に
大
学
生
の
企

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
、

大
学
訪
問
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
富

士
市
の
魅
力
の
発
信
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
富
士
市
勤
労
者
共
済
会
の

野
澤
事
務
局
長
か
ら
共
済
会
の
設
立

の
経
過
、サ
ー
ビ
ス
・
事
業
内
容
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ジ
ヤ
ト
コ
労
組
の
協
力

を
得
て
、車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
製
造
し
て
い
る
ジ
ヤ
ト
コ
の
工

場
見
学
を
行
い
２
日
間
の
視
察
研
修

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
視
察
し
た
茨
城
県
労
福
協
の
役
員

か
ら
は「
有
意
義
な
視
察
で
大
変
参

考
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。今
後
、

一
つ
で
も
当
地
で
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」と
お
礼

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、視
察
の
両
日
は
運
悪
く
曇

り
空
で
雪
を
被
っ
た
富
士
山
を
見
る

こ
と
が
出
来
ず
、茨
城
県
労
福
協
の

皆
様
は
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ジヤトコでの記念撮影

ラ・ホール富士での懇談会

挨拶する内山会長
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SDGsって何。
活動報告

ＳＤＧｓ
（持続可能な開発目標）と
労福協の役割

　2018年12月20日（木）の静岡県労福協第2回幹事会に

おいて、ＥＳＤ活動支援センター副センター長の鈴木克徳

氏をお迎えして、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と労福協

の役割」と題して講演会を開催しました。

 　「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」（ S u s t a i n a b l e   

Development  Goals）は最近よく耳にする言葉ですが、

2015年9月の国連持続可能な開発サミットで世界193ヶ国が合意した「世界が

2016年から2030年までに達成すべき環境や開発に関する17の国際目標」のこと

です。中身は「1.貧困をなくそう、2.飢餓をゼロに、3.すべての人に健康と福祉を、

4.質の高い教育をみんなに……」など17の大きな目標と、それらを達成するため

の169のターゲットで構成されています。鈴木氏は講演の中で、「これまで行ってき

た静岡県労福協の活動はＳＤＧｓの達成やＥＳＤ（ＳＤＧｓの履行のための人材育成

の推進= Education  for  Sustainable  Development）に貢献している。ＳＤＧ

ｓと関連する静岡県労福協及び関連団体の活動例として、「生活支援・応援・見直

し」、「地域役立資金」、「地域活動拠点」、「ロッキー奨学金」、「ライフサポートセン

ターしずおかの活動」、「『フードバンクふじのくに』によるフードバンク事業、フード

ドライブ活動」などを挙げ、新たに何かを始めるのではなく、今行っている活動がＳ

ＤＧｓの達成に貢献していると認識することが重要だと強調しました。

　県労福協などの事業団体の活動はSDGsの目指すゴールと関連する活動で

す。

　私たち静岡県労福協としては、現在行っている活動がＳＤＧｓ達成に貢献してい

ると自信を深めるとともに、さらに何ができるかを考える機会となりました。

　また、中央労福協では「労福協の理念と2020年ビジョン」の見直し・検討を行っ

ています。

　新たなビジョンは2019年11月の中央労福協定期総会で決定しますがこのビ

ジョンの検討の「時代の変化、社会情勢」項目の中でＳＤＧｓについて触れられてい

ます。中央労福協の新たなビジョンでＳＤＧｓを意識した活動が盛込まれてくると思

います。

エス・ディー・ジーズって
知っている？

新しいチーズが
発売されたの？

違うよ。SDGsは2015年9月の国
連サミットで採択されたもので、国
連加盟国が2016年～2030年の
15年間で達成するために掲げた目
標だよ。

これまで行ってきた県労福協の活
動はSDGsの達成やＥＳＤ（SDGs
の履行のための人材育成の推進）
に貢献しているらしいよ。

　　　　　　 そう言えば、
　　　　SDGsに関連する

記事が最近新聞に
よく載っているね。

具体的な目標は何なの？。

17個の目標があり、
持続可能な開発目標を
定めているんだ。

それじゃ、SDGsの目標達成のた
めにも労福協活動に協力しなけ
ればいけないね。

　いつもフー

ドバンク活動

にご理解とご

協力をいただ

き、ありがとう

ございます。

皆様にご協力

をいただいた

おかげで、2019年の１月のフードドライブが無事

終了しました。今回は祝日の関係で２月12日から

15日までと、いつもより１日少ない期間でしたが、

のべ90名を超えるボランティアさんの協力によ

り、無事に計量・仕分けをすることができました。そ

して今回は、ＢＯＸ設置個所231か所、回収10.8ト

　今回は一部ですが、食料支援を受けた方からの声

を掲載せさせていただきました。私達から、利用者

の皆様方のお顔を直接見ることはできませんが、切

実な状況と、食料が届いて少し安心していただけた

かな、ということが伝わってまいります。利用され

る皆様方がこの食料支援によって安心し、前向きに

なっていただければという思いで活動をしており

ます。

　そこで皆様にお願いです。食料支援ももちろんあ

りがたいのですが、このフードバンクのシステムを

皆様に拡げるお手伝いをしていただきたいのです。

我々が活動を開始して５年が経ち、「フードバンク」

を知っている、という方もだいぶ増えたように思い

ます。相談支援窓口の方からも、もはや「ないと困

る」というお声までいただくようになりました。し

かし、いちばん大切なのは、本当にこのシステムが

必要な人に知ってもらい、相談支援窓口へ相談する

きっかけとし、生活困窮問題を早期解決することだ

と思います。そして生活困窮問題が解決され、余裕

が出れば今度はできる範囲で寄付する側として支

えてもらえるような、「困ったときはお互い様」のよ

うな社会ができればいいな、と思っております。

　この場ではいつもご協力のお願いばかりで恐縮

ではありますが、今後ともどうぞフードバンク活動

をよろしくお願い致します。

ンという結果

となりました。

ご協力いただ

きまして、誠に

ありがとうご

ざいました。

　いただいた

食品は、様々な

相談支援機関、主に各市町に設置されている生活困

窮者自立支援制度における自立相談支援窓口を通

じて、生活に困窮し明日の食事に事欠く方に、提供

いたします。今年度も食品を求める依頼件数は昨年

度と同程度で、年間3,000件弱となる見込みです。

フードバンクふじのくに
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1996年から22年余りの長きにわたりご利用いただきました
「ろうきんポイントアッププレゼント」のサービスを終了いたします。
2020年3月のポイントアップ通知が最後の発送となります。
なお、皆さまにご利用いただきやすいサービスとして「Rポ（アルポ）」を
新設いたしますので、概要をご案内いたします。
（次回2019年9月発送は通常通りです）

●「Rポ」はろうきん（R）ポイントサービスの愛称です。
●「ろうきんポイントアッププレゼント」はお好みの景品と交換いただけるサービスですが、新制度「Rポ」はお取引
に応じて提携先でご利用いただけるポイントを進呈するサービスです。

●毎年1回、12月末時点（初回は2020年12月末）のお取引に応じ、提携先ポイントを進呈します。
●提携先ポイントの進呈は翌年の2月末（初回は2021年2月末）を予定しています。
●提携先は3社を予定しており、お客さまに1社をポイント付与先として選んでいただきます（寄付も受付します）。
●ポイント付与先のカード番号を〈ろうきん〉へ届出していただきます。
※届出方法など「Rポ」の詳細は、次回（2019年9月）のポイントアップ通知でご案内いたしますので、今しばらく
お待ちください。

景品の交換期限は2020年9月末までとなりますので、
お早目の景品交換申込み（ハガキ返信）をお願いいたします。
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2021年2月に新制度
Rポを進呈予定です。

2020年9月末が景品
交換期限となります。

2020年3月が最後の発送となります。

静岡ろうきん お客様サービスセンター　TEL：0120-609-123（平日9時～18時）

■お問合せは 

重要なお知らせ
「ろうきんポイントアッププレゼント」

「Ｒポ（アルポ）」
のサービス終了と

ろうきんポイントサービス 新設のご案内

新制度「Rポ（アルポ）」の概要新制度「Rポ（アルポ）」の概要
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ＡＬＷＦ地域セミナー
　“自主福祉運動への理解を得て将来を担うリーダー
の育成”と“労働組合及び福祉事業団体への意識を
高め参画と実効を目指す”事を目的とした「ALWF
地域セミナー」を、２月１日 ( 沼津「リバーサイド
ホテル」)、２月８日 (浜松「呉竹荘」)、２月１５日 (静
岡「クーポール会館」) の３会場に於いて計１４０名
を超える参加者を得て開催しました。
　まず、なぜ労働組合が労福協やろうきん、全労済
の活動に取り組むのか、といった歴史的背景を、学
習テキスト「静岡県労働者福祉運動小史」（以下「運
動小史」）を使った講義で学びました。今回は「運動
小史」の講義を静岡労金統括長と全労済支所長に担
当いただきました。「運動小史」の中から静岡労金の
成り立ちを説明した「マンガ」教材も配布しました。
　引き続き県労福協、静岡ろうきん、全労済静岡推
進本部の活動・事業について、それぞれの職員から
説明を受けました。
　その後の分散会では、参加者がテーブルを囲んで
意見交換（ワークショップ）を行いました。異なる
職場の人達と話をする機会は普段あまりないという
事で、「他労組の人と情報交換でき有意義でした」、「ま
ずは自分がろうきんや全労済の商品を使ってみて、
仲間にも知らせたい」、「労働組合運動の歴史的経過
を知る事ができた」などの感想が寄せられました。

＜静岡県労働者福祉運動小史講師＞

＜分散会・ワークショップの様子＞

ALWF地域セミナー開催

東部：全労済田口支所長

西部：土屋労金統括長

中部：勝山労金統括長
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会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055 岳　南：0545-51-3715

西　部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715相談ダイヤル

受付は平日9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

日時：4/20（土）　13：30～15：30
会場：浜松労政会館 
募集：80名　
申込：ライフサポートセンター西部
　　  ☎ 053-466-6307
講師：キユーピー（株）社員

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか
【ご案内】ロッキーカレッジは、参加費無料、どなたでもご参加いただけます。
　　　　既に募集定員に達し、受付を終了している場合がございますので予めご了承下さい。

浜松 野菜を楽しみもっと健康に

（公財）静岡県労働者 福祉基　金協会からのお知らせ

浜松・焼津 おやこおこづかい教室

野菜の栄養や旬の情報など様々な魅力をお話し
し、摂取の必要性や調理方法をお伝えします。

日時：5/18（土）　10：00～12：00
会場：藤枝市民会館　会議室
募集：80名　
申込：ライフサポートセンターしだはいばら
　　　☎ 054-646-6055
講師：竹内昌彦さん

藤枝 見えないから見えたもの

ＮＰＯ法人ヒカリカナタ基金代表。盲目がゆえに受けた困難を乗り越え、
前向きに歩んだ人生。人への優しさや生きる意味、命の尊さを伝えます。

日時：6/15（土）　13：30～15：30
会場：三島市社会福祉会館
募集：50名
申込：ライフサポートセンター東部
　　　☎ 055-929-9820
講師：静岡県柔道整復師会事業部員

三島 イキイキ健幸生活

脳とカラダの仕組みと、セラバンドを使ったトレーニ
ング方法をお伝えします。セラバンドはご用意します。

司法書士。成年後見センター・リーガルサポート沼津地
区幹事。突然の相続に備えるための知識を伝えます。

日時：7/20（土）　10：00～12：00
会場：長泉町福祉会館
募集：50名
申込：ライフサポートセンター東部
　　　☎ 055-929-9820
講師：鈴木修司さん

【浜松】
日時：6/1（土）　10：00～12：00　
会場：浜松労政会館 会議室
募集：小学生30名と保護者
申込：ライフサポートセンター西部
　　　☎ 053-466-6307
講師：山川正人さん（あおいFPサポート代表）

【焼津】
日時：7/20（土）　10：00～12：00　
会場：焼津文化会館 会議室
募集：小学生30名と保護者
申込：ライフサポートセンターしだはいばら
　　　☎ 054-646-6055

長泉 あわてない相続

日時：6/8 （土）　10：00～12：00
会場：富士ロゼシアター　会議室
募集：70名　
申込：ライフサポートセンター岳南
　　　☎ 0545-57-6029
講師：親野智可等（おやのちから）さん

富士 叱らなくても子どもは伸びる

教育評論家。公立小学校で23年間教師を務めた
経験と知識から、子育てに役立つ情報を伝えます。

日時：7/6（土）　13：30～15：30
会場：ワークピア磐田
募集：50名
申込：ライフサポートセンター中東遠
　　　☎ 0538-33-3715
講師：橋中今日子さん

磐田 がんばらない介護

介護者メンタルケア協会代表。祖母、母、弟の家族３人を21年に
わたり1人で介護した経験から、介護と向き合うヒントを伝えます。

日時：6/22（土）　13：00～15：00
会場：ＡＬＷＦロッキーセンター （静岡県勤労者総合会館3階）
募集：60名
申込：ライフサポートセンター中部　
　　　☎ 054-270-3963
講師：武隈周防さん

静岡 報道カメラマンが見た南極

共同通信社写真映像記者。2016年から4カ月間、第58次南極地域
観測隊（夏隊）に同行。南極の自然や観測隊の活動を伝えます。

定額制おこづかいの使い方をこづかいゲームで学びます。鉛筆、消しゴム、電卓をお持ち下さい。

申込み先
☎　054-273-3000

本年 4 月から順次施行されます働き方改革関連法案は、働き方改革の方向性と遵守すべき基準を示しているに
過ぎません。「働き方改革」は私たちの仕事、職場のあり方の改革です。仕事の質を高め、個人の成長を通して
組織の生産性と業績の向上、人びとの豊かな暮らしへとつなげていくことができるのか。今回のセミナーでは
2 年間の調査研究の報告とともに、これからの働き方について参加者の皆さんと一緒に考える機会にしたいと
思います。是非とも多くの方のご参加をお待ちしています。

【開 催 日】　2019 年 5 月 17 日（金）　　　　　 
【開催時間】　13 時 30 分～　　　　　　　　　　 
（受付開始 13 時 00 分）
【開催場所】　ALWF ロッキーセンター
（公財）静岡県労働者福祉基金協会「大会議室」

　　　　　　（勤労者総合会館 3Ｆ）
【参加人数】　80 名
【参加対象者】　一般
【参加費】　無料

【プログラム】
Ⅰ部　13 時 40 分～ 14 時 30 分　調査報告
Ⅱ部　14 時 50 分～ 16 時 30 分　
　　　パネルディスカッション

成果発表セミナー
参加者募集

詳細は、http://www.alwf.or.jp で確認できます。

私たちの働き方改革 仕事のやりがいと
豊かな暮らしのために
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＜伊賀上野城＞
　伊賀上野城は戦国末期の城で城主が何代
も変わったが、徳川家康が大阪城を攻める計
画を立てたとき、万一敗北した場合の準備とし
て、藤堂高虎に命じて建興那城をつくらせたと
司馬遼太郎は書いている。この時つくられた天
守閣はすぐに取り壊されたが、昭和１０年に復
興され、武具の展示や横山大観による色紙の
天井絵を見ることができる。

＜伊賀流忍者博物館＞
　伊賀は北に隣接する滋賀県甲賀市と並んで、忍者の里とし
て多くの外国人を含めて人気を呼んでいる。伊賀流忍者博物
館は、どんでん返しなどの“からくり”が隠された「忍者屋敷」、
本物の忍具が展示されている「忍者体験館」、忍者の知恵や
術が学べる「忍者伝承館」などがあり、本物の忍者による迫力
満点のショーも見られる。また、街中には忍者装束がレンタルで
きる「プチ忍者変身処」がいくつかあり、子供たちや外国人に
人気である。

＜芭蕉翁記念館、蓑虫庵＞
　松尾芭蕉生誕の地として、街には芭蕉に因んだものがい
くつか点在する。芭蕉翁記念館には、芭蕉直筆の色紙や
遺言状などが常時展示され、関連する資料から芭蕉の足
跡をたどることができる。また蓑虫庵は芭蕉が開いた庵の中
で唯一現存するもので、静寂に包まれた庵内で、わびさび
を感じながら一句読むことができるかも・・・。

伊賀市伊賀市
三重県お薦めする

「ユニオントラベル」が

旅だより

伊
賀
流
忍
者
発
祥
の
地
、

松
尾
芭
蕉
の
生
誕
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

三
重
県
伊
賀
市
。

地域・諸団体との連携・協同を進めています　
静岡県生協連の活動

協同組合間の
連携・協同

労福協福祉強化キャンペーン

生協会員拡大月間（試食イベント）

　9月の労福協幹事会でのおうちＣＯ-ＯＰ説明会開催後、各団体に試食会
開催に向けた調整を行い、
　11/21 全労済西部支所（書記担当者研修会）（写真）
　12/5　矢崎計器（株）島田製作所
　12/13 浜名電装（株）本社工場
にて試食会を開催させていただきました。昼食休憩時間に、試食品をお召
し上がりいただきながら「おうちCO-OP」のご利用案内を行いました。3ヵ
所でのべ130人の方々にお立ち寄り頂き、23名の方にご利用の登録をいた
だきました。会場のご配慮等ご協力をいただきありがとうございました。

全労済、労働組合での試食イベント開催

被災地支援

　静岡県ボランティア協会の呼びかけにこたえ、東日本大震災の被災地で
ある岩手県でお過ごしの方に「静岡のみかん」を寄贈しました。今回は全体
で７２０箱が寄せられました。みかんは静岡県ボランティア協会を通じ、
岩手県の皆さんに届けられました。（写真＝県ボランティア協会事務所に
みかんを届ける稲垣滋彦当会長）
　この取り組みは2013年12月から行われており、県内の諸団体・個人か
ら寄せられた善意のみかんを東日本大震災で甚大な被害を受けた岩手県
大槌町・釜石市・遠野市・山田町へお届けしています。

東日本大震災の被災地に静岡のみかんを贈りました

くらし・
食と健康

　「会員生協共通の課題や要望に沿ったテーマで学習会などの企画をおこない、消費者が
地域やくらしに関わる課題について自ら考え主体的に行動できる力を高める取り組み」と
して、12月22日（土）、静岡労政会館大ホールにて標記企画を開催しました。参加者は全体
で93名（申込者75名・県生協連役員および事務局16名・講師2名）でした。昨年までは会員
生協の役職員や組合員、地域諸団体の皆様を参加対象とする「生協大会」として企画を開催
してきましたが、今年度からは広く消費者を対象にした取り組みとして開催しました。

（１）Part1 タニタの健康セミナー～女子力アップ　健康美人のつくり方～
　　講師：株式会社タニタヘルスリンク　鹿沼敦子氏（管理栄養士）
　　「タニタが考える健康づくりとは」「タニタ式ヘルシー食事学」「より健や
　　かに美しく～タニタが考える健康美人の作り方～」についてお話しいた　
　　だきました。また、参加申込者からの事前質問にもお答えいただきました。

（２）Part2 食と健康トーク
　　ファシリテーター：竹下温子氏
　　（静岡大学学術院教育学部准教授　医学博士・管理栄養士）
　竹下先生のファシリテーションでトークセッションが進められ、「タニタの講演を聞いて見つけたこと・あなたの
永遠の課題」「課題を解決するためのアイディア」「“行動変容”を起こすための目標」「今日からできる改善を具体的に
書きましょう」の内容で、各自が考えながらシートに記入しグループごとに交流しました。

（３）参加者の皆様に健康チェック（骨密度測定器、血管年齢測定器、体組成計）を体験していただきました。

タニタの健康セミナー＆食と健康トークを開催

ご要望にお応えして
三井住友VJAギフトカードの
取り扱いを開始しました。

～どなたにも喜ばれる贈り物～
三井住友カードVJAギフトカードは全国50万店
以上でご利用になれる全国共通商品券です。
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①趣味：お笑い番組を見る。ネットショッピング(特に洋服)
②モットー：笑いの絶えない人生
③最近感動したこと：特に思いあたりません。
　決して人としての感情が欠如している訳ではありません。
　ツボに嵌った時は、ドラマや映画を見て感動し、涙も流します。
④最近失敗した事：iPad用のペンを落としてしまい。
　未だに見つからず。

湖西地区労福協：事務局長  出身組織：デンソー労働組合
役職名：書記次長

田中　輝彦
タ ナ カ テ ル ヒ コ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.32

人物登場

「ライフサポートセンター友の会」の設立経過と
果たすべき役割について　その（4）

ライフサポートセンター友の会
事務局　次長

事業団体職員・労福協役員へ

運動継承！

贈る言葉 八木　衛氏

　みなさん、こんにちは。
　湖西地区労福協で事務局長を
仰せつかっております。デン
ソー労働組合の田中輝彦です。
事務局長になって２年余り経ち
ました。
　初めに、湖西地区労福協の主

な活動を紹介します。
　湖西市のお祭りの出店やバザーを初め、セミナー
の開催、使わなくなった学用品のリサイクル配布会
など、年間様々なイベントを通して福祉について関
わっています。
　また、昨今ではフードバンクの活動に積極的に取
り組んでいます。各種イベントでは出張フードドラ
イブを実施し、皆さんに知って貰うための周知活動
および、協力を呼び掛けています。他県への取り組
みについても視察を行い、湖西地区として、どんな

　さて、私事になりますが、今年で組合役員になっ
て 7 年目に突入しています。気が付けばベテランの
分類です。振り返ると色々ありました。私が今迄に
経験した中で特に感じている２つを紹介したいと思
います。
其の❶：多くの人との出会いです。
　この労福協もその一つです。会社生活では決して
出会うことができない、特に社外の人や地域活動な
どを通じて知り合いになるなど、多様な人と出会う
機会が多くあることです。是非、大切にして欲しい
です。人見知りの私が言うぐらいなので間違いあり
ません。

◆ライサポ友の会の設立から現在まで、かなり早足で振り返って
みてきましたが、最終回の今回は少し趣を変えて、これから先・
将来の方向性について考えてみたいと思います。
　労福協運動を、名実共に勤労者と勤労家庭を巻き込んだ自主福
祉運動組織としていくために、組織・未組織を問わず現職か退職
か、男か女か、に関わらず、幅広い視点と活動によって実績を積
んでいく事が必要と判断しています。現在労福協の旗の下、様々

＜地域・地区に常に高齢者の方が居る＞と言う情景であり、地域・
地区を地盤としている郵便局や信用金庫、ＪＡバンクなどは、高
齢者をターゲットに地域・地区に営業の矛先を定めてくるものと
思われます。
　元来職域を地盤としてきている＜ろうきん＞や＜全労済＞から
見ればとても脅威であり心配する事態であります。職場を離れ、
労働組合からも離れれば、残念ながら、ろうきんや全労済は今ま
で以上に遠い存在になってしまう恐れがあります。

◆そんな時、現在地域・地区で地道な活動を、それも組織的に実
践している労福協運動に連なる団体は、地区労福協本体を別とす
れば、「地区退職者福祉共済会 ( 協議会 )」または「ろうきんグリー
ン友の会」以外に無い事に気が付くのです。

◆「退福共 ( 協 )」や「ろうきんグリーン友の会」の地域や地区の
活動にろうきんや全労済の影がチラホラ見えるようにしなければ

な組織や団体が協力共同し活動を進めていますが、更にこの協力
と共同関係を強くし、情報を共有化し、地域や地区において効率
的かつ効果的な活動へと進化させていかなければなりません。
　そのためには、これからは、福祉事業団体特にその中心となる
ろうきんや全労済の未組織労働者対策・退職者対策として、ライ
サポ友の会の方向性と役割を考える必要があるのではないか！！
と思っています。

【ライサポ友の会　将来展望】

なりません。見えるような影を作り出すのはろうきんや全労済の
役割で、その影を上手く見せて広げていくのは退福共 ( 協 ) やグ
リーン友の会の役割だと考えています。

　ライフサポートセンターの設立ならびにライフサポートセン
ター友の会の設立に関わりを頂いた多くの先輩方のご苦労に報い
る姿に現在のライサポ友の会はなっているのか？
　何やら非常に申し訳ない気が致します。お叱りの声が飛んでき
そうな気がしますが、とりあえず中継ぎの役割を自分なりに果た
してこられたのではないかと、勝手に思い込んでいます。
　これから先は、新たな発想とやる気と元気を持った後進に道を
譲る事となりますが、ろうきん・労福協運動に関わった者として
労働者自主福祉運動のこれからを見守っていきたいと思います。
ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終り

地域・地区労福協や福祉基金協会 ( ライフサポートセンター
事業 ) 等が開催する諸行事 ( 講演会やセミナー・ボランティ
ア活動・文化レク活動 ) の開催案内や参加募集をライサポ
友の会の会員に広げて行く。
<Point> 年２回程度、会報を全会員に郵送しており、そ
　　　　　の中で各種の案内を実施している。併せてＤＭ
　　　　　として市町別や年齢層別にも実施している。そ
　　　　　の費用の捻出や費用対効果をどのように判定し
　　　　　ていくかが課題となる。

ライサポ友の会の内組織である地区退福共・グリーン友の
会の役員を地区労福協の幹事に加えて頂き、退福共・ろう
きんグリーン友の会の会員が労福協活動に参加する体制を
作り上げる＝( 退福共･グリーン友の会の会員には社会参画
の場を広げ、他方労福協
活動には現職労働者以外の視点の広がりを図る )
<Point> ろうきんが中心となり＜かすがい＞としての役
　　　　　割を果たし、退福協やろうきんグリーン友の会
　　　　　の役員及び会員に労福協活動を理解いただく必
　　　　　要がある。

退福共 ( 協 )･ろうきんグリーン友の会の活動を地区労福協
の活動に取り込むことで、現職と退職者との連携 ( 高齢化
する退福共・グリーン友の会の会員の若返りをはかり、活
動を活性化していく ) を強め、退職後の生きがい作りやろ
うきんをはじめとする福祉事業団体との積極的な関係継続
を図る。
<Point> ろうきんが中心となり＜かすがい＞としての役
　　　　　割を果たし、労福協会員に退福共やグリーン友
　　　　　の会の設立経過や活動内容・現状を理解してい
　　　　　ただく必要がある

地域・地区労福協の活動を各地区活動拠点を活用して活発
化し、未組織勤労者のろうきん・全労済利用の推進・退職
者の継続取引の拡大を通して、結果としてろうきんからの
利用配当金の増加を図り、その果実を更に地域地区の自主
福祉活動に再活用していくサイクルを確立し、労働者自主
福祉運動の継続と拡大を図る。

1.

2.

3.

4.

其の❷：経験を笑い話に変えることです。
　７年もやっていれば、色々失敗や大変だったこと
もあります。これからもたくさんあると思います。
その時は落ち込みますが、引きずらず、その失敗や
大変だった経験を面白く笑い話に変えて、あの時
は・・・ハァ・ハァ・ハァ !! と笑って楽しい思い出
に変えることが出来れば、良い経験したなぁとプラ
ス思考に向かうので、私もそうなりたいですが、な
かなかハードルは高いです。
　最後に、これからも労福協を通じて、新しい人と
の出会いがたくさんあります。その皆さんと更に一
体感を増して、湖西地区労福協の活動に笑いが起こ
り、楽しくなる様、頑張りますので宜しくお願いし
ます。

活動が出来るかを検討しています。
この様に労福協の活動にご理解とご協力を頂いてい
る労組は勿論、その労組からスタッフとして日々参
加してくれる幹事の皆さんには、大変頭が下がりま
す。
　私は、組合専従という立場から、ある意味仕事の
一部だと納得出来ますが、幹事の皆さんは、休日や
定時後に自分の時間を割いて協力してくれています。
私は、福祉に対する皆さんの思いに、直接触れるこ
とが出来るのが、事務局長の特権だなぁと感じてい
ます。
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伊東熱海地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

島田榛北地区労福協 地域・地区労福協活動紹介富士宮地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

地域・地区労福協の活動予定

◎ 参加費‥無料　　　◎開催時間‥各会場、午前10時～12時　　　　　　　　　※開催予定は、会場の都合等で変更になる場合があります。
◎ 申込先‥(一財)静岡県年金福祉協会　TEL 054(251)2767　　　　　　　　 　　 会場毎、定員になり次第、受付を終了します。

　2019年１月23日(水)、当地区恒
例の「新春落語」を開催しました。
　島田榛北地区労福協、島田榛北
地区勤労者共済会主催　島田市、島田
地区退職者福祉共済会、金谷地区退職者福祉共済会後援によ
る例年恒例の大イベントです。例年爆笑落語として3月に開
催しておりましたが、行事等の兼ね合いもあり本年度は1月
新春落語と題しての開催となりました。664席収容のホール
となっておりますが、1月の寒い時期の開催となり、どれほど
の方が足を運んで下さるのかドキドキの開催となりました。
　出演者には立花家橘之助師匠、古今亭菊之丞様、三遊亭美
るく様のお三方をお招き致しました。当日は18時開場、18時
30分開演の予定としておりましたが、主催者側の心配をよそ
に、開演を待ちわびて下さる方々で長蛇の列が出来上がり、
寒さも厳しい中20分程開場を早める事となりました。歴史を
たどればこのイベントも本年度が第17回と、根強いファンが

殺到の一大イベ
ントしての位置
も確立されたか
のようです。総勢
625名もの方がご
来場くださいまし
た。
笑いは健康の源…
笑う事で脳の血流
量も増加、集中力、
記憶力もup　高
齢化社会の殺伐と
した社会には欠か
せない課題でもあ
りますね。

　当日フードドライブも実施しましたが、こちらも用意した
BOXがたちまちいっぱいとなりました。島田市では市役所内
に回収BOXが常設されており、ラジオのＦＭ島田、島田市広
報での呼びかけと小さな努力がコツコツと花開いてきた証
でもあると思われます。
　このような活動を通し食べるものがなく困っている方々に
食料をお届けするお手伝いが、少しでもできればと思います。
　様々な活動を通じ一人でも多くの方々に笑顔と幸せをお
届けできるよう、地域社会貢献の一環としても、労福協活動
を盛り上げて行きたいと思っています。

　『さあさ、お立合い、御用とお急ぎでない方は、ゆっくりと
聞いておいで。遠目山越し笠のうち、物の文色〈あいろ〉と道
理がわからぬ・・・・』と粋な三遊亭遊之介師匠の声が響き渡り
ます。というわけで伊東熱海地区労福協は、1月24日（木）イン
フルエンザなんかぶっ飛ばせ、笑って明るく陽気に、新年を
恒例の新春のつどいでスタートいたしました。
　思えば昨年の当日は、「大雪」で、会場に来れない人、途中で
引き返さざるを得なかった人が10名近く発生する大ハプニ
ング。今年は天気にも恵まれ満席となりました。（前会長が

　１月１８日（金）富士宮地区労福協新年の集いがパテオン
で開催されました。１１５名の方にご参加いただき、来賓に
は須藤富士宮市長、池冨理事長をお招きしご挨拶をいただき
ました。小林会長、須藤市長、池冨理事長の３名が皆さんのヨ
イショの掛け声で鏡開きを行い、伊藤副会長の「乾杯！」の発
声で懇親会はスタートしました。
　お酒も入り、皆さんの気分も盛り上がってきたところで、
毎年好評の「若者の会」によるゲームを行いました。各テーブ
ルごとに代表者５名が参加し、スリッパを床に落とさずに次
の人へ履かせてタイムを競います。床に落として何度も最初
からやり直しているチームもありましたが、会場は大いに盛

新春のつどい

新
春
落
語

り上がりました。ゲームの後は、メインイベントの大抽選会
です。労福協幹事会員や福祉事業団体から提供された賞品を
中心に、今年も豪華賞品を取り揃えました。飯室事務局長と
伊藤副会長の息の合った進行で、参加者へ次々と賞品が手渡
され、高額な商品券やお目当ての賞品をゲットされた方は大
変喜んでいらっしゃいました。
新年のスタートにあたり、多くの労福協会員の皆様と新年の
顔合わせができ、食事やゲームで楽しいひと時を過ごすこと
ができました。会員の皆様には、今年も労福協の活動につい
て、ご理解ご協力を宜しくお願い致します。

4
月

5
月

6
月

月   日  曜日  開催時間    催事（イベント） 　　 　　会場（場所）　  　参加資格・参加費など　　　  　　主　催 　　　　　　　　　　　備　     考

6 土 8：45～11：15

14：00～17：00

カーブミラー清掃 裾野市内全域 会員 裾野地区労福協

　

お問合せ先　裾野地区労福協　☎055-919-2996

21 日 9：15～ 静岡地域労福協まつり 清水マリンパーク 会員 静岡地域労福協

　

14 火 18：00～ 行政報告・意見交換会 裾野市民文化センター 会員

17 月 18：00

裾野地区労福協

　

中遠地域労福協

　

お問合せ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628

お問合せ先　中遠地域労福協　☎0538-32-2706

お問合せ先　裾野地区労福協　☎055-919-2996

お問合せ先　田方地区労福協　☎0558-99-9800

25 土 無料法律相談

( 一財 ) 静岡県年金福祉協会主催　２０１９年度市町年金セミナー開催スケジュール
開　催　日 開　催　場　所 共　催・協　賛　団　体

２０１９年　４月２１日（日）

２０１９年　５月１９日（日）

２０１９年　６月１６日（日）

２０１９年　７月　７日（日）

２０１９年　８月２５日（日）

２０１９年　９月　８日（日）

２０１９年　１０月２０日（日）

２０１９年　１１月１７日（日）

２０１９年　１２月１５日（日）

２０２０年　１月１９日（日）

２０２０年　２月２３日（日）

２０２０年　３月１５日（日）

浜松市　Ｕホール

静岡市　労政会館 

沼津市　市民文化センター

焼津市　文化会館

磐田市　ワークピア磐田

袋井市　商工会議所会館

島田市　プラザおおるり

静岡市　清水テルサ

掛川市　生涯学習センター

藤枝市　生涯学習センター

三島市　生涯学習センター

富士市　ロゼシアター

【共催】(公財)浜松市勤労福祉協会｢わーくん浜松｣

【協賛】(公財)静岡市勤労者福祉サービスセンター｢ジョイブ静岡｣

【共催】沼津市　【協賛】沼津市・清水町勤労者共済会

【協賛】(一財)焼津市勤労者福祉サービスセンター｢ワークピアやいづ｣

【協賛】(一財)磐田市勤労者福祉サービスセンター｢とらいあんぐる磐田｣

【協賛】遠州ライフサポートセンター

【協賛】島田榛北勤労者福祉共済会

【協賛】(公財)静岡市勤労者福祉サービスセンター｢ジョイブ静岡｣

【協賛】(一財)小笠掛川勤労者福祉サービスセンター｢ＯＫ！ワーク｣

【共催】藤枝市　【協賛】(一財)藤枝市勤労者福祉サービスセンター｢サポートふじえだ｣

【協賛】三島田方勤労者福祉サービスセンター

【協賛】(一財)富士市勤労者福祉サービスセンター｢ふくりこＦｕｊｉ｣

磐田地区労福協事務所

田方教育会館

27 土 無料法律相談

無料法律相談

磐田地区労福協事務所 どなたでも・無料

磐田地区労福協事務所 どなたでも・無料

どなたでも・無料

会員代表者

20 木 18：00

22 土

磐周教育研究所
ソフィア 会員代表者

田方地区労福協

お問合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706磐田地区労福協

10：00～13：00

14：00～17：00

14：00～17：00

5 日 中遠地域労福協
フェスタ

田方地区労福協
定期総会
磐田地区労福協
定期総会

エコパ　Ｐ９駐車場 どなたでも

連合中遠地協、
磐田地区労福協

　

連合中遠地協、
磐田地区労福協

　

1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706

　

連合中遠地協、
磐田地区労福協

　

1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706

　

1組30分どなたでも無料　完全予約制
お問合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706

富士宮地区労福協新年の集い富士宮地区労福協新年の集い

「やっぱり俺のせいかなぁ」とおっしゃっていました。実はか
なりの雨男です。）また今年は熱海市職、伊東市職より若い女
性に大勢参加いただいたことで、天真爛漫な笑い声が響き渡
り、師匠に「労福協さんは、レベルが高い」と喜んでいただき
ました。
　第2部の懇親会会場の「平鶴」さんは、「磯料理」なら間違い
なし。鮑は鉄板から逃げ出すのではないかという活きの良
さ。それと一目見て新鮮と分かる刺身。自家製の塩辛も絶品
で、舌が贅沢な師匠も参加者も大満足。お酒も入り、懇親会も
大いに盛り上がりました。 
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県労福協の事務所は静岡県勤労者総合会館の4階にあります。
勤労者総合会館にはろうきん本店、ろうきん研修センター、福祉基
金協会、勤信協などの事務所が入居しています。理事長、専務、職
員8名（ライサポ友の会も含）で県労福協の業務を行っています。
名称：静岡県労働者福祉協議会（県労福協）
事務所が開いている時間　９時～１７時（土日祝日は除く）

■浜松市労福協祭りのトクラスのブースで木工体験が
できますが、それらの木部材の取り扱いや廃棄物の
リーダーをやっております。木工体験で供給している
木部材は、きれいなものですが廃棄物になるものであ
り、極力廃棄物を出さないため、またCSRや地域振興も
鑑みて供給されるものです。このような取り組みが
もっと多岐にできるようにしていきたいと思っており
ます。　　　 　　　　　　　　　　　　浜松市　高橋様

■フードバンクふじのくにの活動に賛同します。少し
ずつでもやればできるし、当たり前にする必要がある
と思います。SDGsの意識も強まると思います。　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　 焼津市　矢澤様

■岡部図書館で初めて手にしました。勤労者の団体と
して色々活動されていらっしゃると感じました。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 藤枝市　国松様

■「ライフサポートセンター友の会」の記事が気になり
調べてみると様々な労福協の団体と協力して私たちの
生活を支援して戴いていることを知りました。その中
で「ろうきんマイプランクラブ」のサービスを知りまし
た。カードローン付きのキャシュカードのようでしか
も提携施設では優待特典を受けられるそうです。カー
ドローンを使用しなくても持っている価値はありそう
ですね！今後もさまざまな豆知識の提供をよろしくお
願いします。　　　 　　　　　　　 浜松市　渥美様

■自宅リフォームのため3箇月程度、仮住まいをするこ
とになり、借家人損害賠償責任保険を利用させていた
だくことになりました。全労済のホームページから仮
申込みを済ませ、申込書をプリントアウトしてハンコ
を押して郵送（切手不要）するだけ。簡単に手続きがで
き、また、掛金も安いので大満足です。　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　静岡市　鈴木様

E-mailは労福協ホームページの郵便ポストをご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

○浜 松 市 　藤原 靖久様
○静 岡 市  武田  優作様
○藤 枝 市   宮﨑  幸子様      
○掛 川 市　鈴木　郁代様
○藤 枝 市　丸山　  瞳   様

（１）  B：6名
（２）C：35名
（３）  A：一方通行

応募総数50通の内、正解者の中から
抽選した結果下記の方々が当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

クイズ  前回の答え

当選者

■締 切 日　２０１9年5月24日（金）まで　[ 消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のジェフグルメカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

浜松東支店の店舗移転のお知らせ
　〈ろうきん〉浜松東支店は、2019 年 7月1日（月）より、「浜松中央支店」内に移転して営業いたします。
移転により、2つの店舗が同一の建物内で営業を行うこととなります。
　店舗の移転につきましては、何かとご不便をおかけすることと存じますが、今後とも変わらぬご愛顧を賜
りますようお願い申し上げます。

◆店舗移転にともなう店番・店名・口座番号の変更はありません。
◆通帳・カード（キャッシュカード・マイプランカード）はそのままご利用いただけます。
◆浜松東支店の現所在地での営業は、窓口/６月２８日（金）15：00、ＡＴＭコーナー/
    ６月３０日（日）19：00までとさせていただきます。

◆新店舗には土・日に営業する
浜松中央ローンセンター（２階）が
併設されていますので、
休日にゆっくりローンの
ご相談をいただけます。

（予約制）

とあわせての
ご加入をおすすめします。

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

静岡駅から歩いて９分

県労福協事務所の紹介

住所：静岡市葵区黒金町５－１　勤労者総合会館４階（労政会館）  電話：０５４-２２１-６２４１  ＦＡＸ：０５４－２７３－３１１０

❶７月１日にろうきんの店舗が移転します。
　移転する店舗は？
　Ａ：浜松東支店　Ｂ：藤枝支店　Ｃ：静岡中央支店
❷人物登場の湖西地区労福協の田中輝彦氏の出身組織は？
　Ａ：デンソー労働組合　Ｂ：浜名湖電装労働組合　Ｃ：ＦＤＫ労働組合
❸茨城県労福協が富士地区労福協を視察しましたが、何名の役員が視察に来たか？
　Ａ：１名　Ｂ：１１名　Ｃ：２１名



連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Spring 2019
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人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.32
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.32
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.32

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.32

事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

ALWFトップセミナー
2019年賀詞交歓会
ALWFトップセミナー
2019年賀詞交歓会

茨城県労福協視察茨城県労福協視察

SDGs講演会SDGs講演会

ユニオントラベルからの
お知らせ
ユニオントラベルからの
お知らせ

県生協連の活動紹介県生協連の活動紹介

退福共・グリーン友の会退福共・グリーン友の会

ろうきんからの
お知らせ
ろうきんからの
お知らせ

全労済からの
お知らせ
全労済からの
お知らせ

地域・地区労福協活動地域・地区労福協活動

ALWF 
福祉基金協会からの
お知らせ

ALWF 
福祉基金協会からの
お知らせ

ALWF 
福祉基金協会からの
お知らせ

ALWF 
福祉基金協会からの
お知らせ
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労福協だより

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

検索サイトからもご覧いただけます
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